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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年8月25日(2011.8.25)

【公表番号】特表2011-501941(P2011-501941A)
【公表日】平成23年1月20日(2011.1.20)
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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月6日(2011.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｔ１Ｅ２Ｅ３Ｅ４Ｑ５Ｑ６Ｙ７Ｌ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｔ１は、残基なし、トレオニン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣからなる群から
選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸を定
義し；
　Ｅ２、Ｅ３およびＥ４は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタ
ミン、アスパラギン酸、アスパラギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイ
シン、ベータ－フェニルアラニン、アルファアミノアジピン酸およびΨからなる群から選
択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルフ
ァ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｑ５およびＱ６は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン、アスパラギン酸
、アスパラギン、グルタミン酸、セリン、ホモセリン、アルファ－アミノアジピン酸およ
びΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニ
ルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールア
ルキルアミンであり；
　Ｙ７は、残基なし、チロシン、フェニルアラニン、トリプトファン、アラニン、ヒスチ
ジン、ピリジルアラニンおよびΣからなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σ
または芳香族側鎖または複素環式芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；そして
　Ｌ８は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
ある、
化合物。
【請求項２】
　（ａ）前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン
、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである；および／
または
　（ｂ）前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、
イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシク
ロヘキシルアミンである；および／または
　（ｃ）前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン
、ベンジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである；および／また
は
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　（ｄ）前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルア
ミン、ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである；および／または
　（ｅ）前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシ
ン、イソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、
ナフチルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソ
ロイシン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、
ここで、Λは、中性の脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン、例えば、メチ
ルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロ
ヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキシルアミン；芳香族アミンもしくはアリールアル
キルアミン、例えば、アニリン、ナフチルアミン、ベンジルアミン、シンナミルアミンま
たはフェニルエチルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリ
シン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニル
アラニンである；および／または
　（ｆ）前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、
２，２－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、請求項１
に記載の化合物。
【請求項３】
　式Ｍ１Ｅ２Ｅ３Ｓ４Ｋ５Ｑ６Ｌ７Ｑ８Ｌ９を特徴とする配列を含む化合物であって、こ
こで、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（
ＩＬ－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｍ１は、残基なし、メチオニン、バリン、ロイシン、アラニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンであり；
　Ｅ２およびＥ３は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタミン、
アスパラギン酸、アスパラギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、
ベータ－フェニルアラニン、アルファアミノアジピン酸、トリメシン酸またはアルファ，
オメガ－ジカルボン酸（例えば、コハク酸、グルタル酸またはアゼライン酸）およびΨか
らなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペン
タン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールアルキル
アミンであり；
　Ｓ４は、残基なし、セリン、トレオニン、アロトレオニン、ヒドロキシプロリン、ベー
タ－ヒドロキシバリン、バリンおよびηからなる群から選択され、ここで、ηは、中性の
親水性アミノ酸であり；
　Ｋ５は、残基なし、グルタミン、リシン、アルギニン、ヒスチジン、アラニン、オルニ
チン、シトルリン、２－ピリジルアラニン、３－ピリジルアラニン、４－ピリジルアラニ
ンおよびアルギニン代替物からなる群から選択され；
　Ｑ６は、残基なし、アラニン、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミ
ン酸、セリンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－ア
ミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまた
は１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｌ７は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｑ８は、残基なし、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、セリ
ンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－
フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリ
ールアルキルアミンであり；そして
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　Ｌ９は、残基なし、ロイシン、イソロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニ
ルアラニン、トリプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側
鎖を含むアルファ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンも
しくはアリールアルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールア
ルキルアミンである、
化合物。
【請求項４】
　（ａ）前記中性アミノ酸が、ヒドロキシバリン、ベータ，ベータ－ジアルキルセリン、
ホモ－セリン、アロトレオニンまたはヒドロキシプロリンである；および／または
　（ｂ）前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン
、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである；および／
または
　（ｃ）前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、
イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシク
ロヘキシルアミンである；および／または
　（ｄ）前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン
、ベンジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである；および／また
は
　（ｅ）前記アルギニン代替物が、４－アミジノフェニルアセチル、４－アミジノフェニ
ルプロピオニル、４－アミジノフェニルグリシル、４－アミジノフェニルメチルグリシル
、４－グアニジノフェニルアセチル、４－グアニジノフェニルプロピオニル、４－グアニ
ジノフェニルグリシルまたは４－グアニジノフェニルメチルグリシルである；および／ま
たは
　（ｆ）前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、
２，２－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである；および／
または
　（ｇ）前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルア
ミン、ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　式Ｋ１Ｋ２Ｙ３Ｌ４Ｖ５Ｗ６Ｖ７Ｑ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｋ１およびＫ２は、各々独立して、残基なし、リシン、アルギニン、ヒスチジン、アラ
ニン、オルニチン、シトルリン、２－ピリジルアラニン、３－ピリジルアラニン、４－ピ
リジルアラニンおよびアルギニン代替物からなる群から選択され；
　Ｙ３は、残基なし、チロシン、フェニルアラニン、トリプトファン、アラニンおよびΣ
からなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖または複素環式
芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；
　Ｌ４は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｖ５は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｗ６は、残基なし、トリプトファン、チロシン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣ
からなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σもしくは芳香族側鎖；または複素
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環式芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；
　Ｖ７は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；そして
　Ｑ８は、残基なし、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、セリ
ンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－
フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリ
ールアルキルアミンである、
化合物。
【請求項６】
　（ａ）前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン
、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである；および／
または
　（ｂ）前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、
イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシク
ロヘキシルアミンである；および／または
　（ｃ）前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン
、ベンジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである；および／また
は
　（ｄ）前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルア
ミン、ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである；および／または
　（ｅ）前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシ
ン、イソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、
ナフチルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソ
ロイシン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、
ここで、Λは、中性脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン、例えば、メチル
アミン、イソ－ブチルアミン、イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘ
キシルメチルアミンまたはシクロヘキシルアミン；芳香族アミンもしくはアリールアルキ
ルアミン、例えば、アニリン、ナフチルアミン、ベンジルアミン、シンナミルアミンまた
はフェニルエチルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリシ
ン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニルア
ラニンである；および／または
　（ｆ）前記アルギニン代替物が、４－アミジノフェニルアセチル、４－アミジノフェニ
ルプロピオニル、４－アミジノフェニルグリシル、４－アミジノフェニルメチルグリシル
、４－グアニジノフェニルアセチル、４－グアニジノフェニルプロピオニル、４－グアニ
ジノフェニルグリシルまたは４－グアニジノフェニルメチルグリシルである；および／ま
たは
　（ｇ）前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、
２，２－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、請求項５
に記載の化合物。
【請求項７】
　式Ｌ１Ｐ２Ｄ３Ｅ４Ｖ５Ｔ６Ｃ７Ｖ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｌ１は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンであり；
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　Ｐ２は、残基なし、プロリン、アラニン、Ｎ－メチルグリシン、Ｎ－イソブチルグリシ
ン、アミノイソ酪酸（Ａｉｂ）、Ｎ－メチル－Ｌ－アラニン（ＭｅＡｌａ）、ｔｒａｎｓ
－４－ヒドロキシプロリン、ジエチルチアゾリジンカルボン酸（Ｄｔｃ）およびΩからな
る群から選択され、ここでΩは、構造制約生成アミノ酸であり；
　Ｄ３は、残基なし、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、グルタミン、セリ
ン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、ベータ－フェニルアラニン、アルファ
アミノアジピン酸およびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３
－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミン
または１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｅ４は、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラ
ギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、ベータ－フェニルアラニン
、アルファアミノアジピン酸およびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側
鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂
肪族アミンまたは１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｖ５は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｔ６は、残基なし、トレオニン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣからなる群から
選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸を定
義し；
　Ｃ７は、残基なし、システイン、セリン、ホモセリン、ホモシステイン、トレオニン、
メチオニン、Ｎ－アセチルシステイン、シスタチオニン、２－アミノブチレートおよびβ
，β－ジメチルシステイン（ペニシラミン）からなる群から選択され；そして
　Ｖ８は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンである、
化合物。
【請求項８】
　（ａ）前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン
、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである；および／
または
　（ｂ）前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、
イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシク
ロヘキシルアミンである；および／または
　（ｃ）前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン
、ベンジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである；および／また
は
　（ｄ）前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルア
ミン、ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである；および／または
　（ｅ）前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシ
ン、イソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、
ナフチルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソ
ロイシン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、
ここで、Λは、中性脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン、例えば、メチル
アミン、イソ－ブチルアミン、イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘ
キシルメチルアミンまたはシクロヘキシルアミン；芳香族アミンもしくはアリールアルキ
ルアミン、例えば、アニリン、ナフチルアミン、ベンジルアミン、シンナミルアミンまた
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はフェニルエチルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリシ
ン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニルア
ラニンである；および／または
　（ｆ）前記構造制約生成アミノ酸が、アゼチジン－２－カルボン酸、ピペコリン酸、イ
ソニペコチン酸、４－（アミノメチル）安息香酸、２－アミノ安息香酸またはニペコチン
酸である；および／または
　（ｇ）前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、
２，２－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、請求項７
に記載の化合物。
【請求項９】
　前記化合物が、前記配列のアミノ末端に付着されたＧ１、該配列のカルボキシ末端に付
着されたＧ２、または該配列のアミノ末端に付着されたＧ１および該配列のカルボキシ末
端に付着されたＧ２をさらに含み、ここで、Ｇ１は、残基なし、水素、１～８個の炭素の
直鎖または分枝鎖アルキル基およびアシル基からなる群から選択され、Ｇ２は、残基なし
、水素、ＮＨ２、１～１０個の炭素の脂肪族アミン、芳香族アミンまたはアリールアルキ
ルアミンおよび複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンから選択され
、必要に応じてここで、
　（ａ）前記アシル基が、アセチル、プロピオニル、ブタニル、イソ－プロピオニルまた
はイソ－ブタニルである；および／または
　（ｂ）前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、
イソ－バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシク
ロヘキシルアミンである；および／または
　（ｃ）前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン
、ベンジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである；および／また
は
　（ｄ）前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルア
ミン、ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、請求項１、３、５または７のい
ずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　前記化合物が、少なくとも１つのＤ－アミノ酸を含む、請求項１～９のいずれか１項に
記載の化合物。
【請求項１１】
　前記化合物が、配列ＴＥＥＥＱＱＹＬ（配列番号１）、ＴＡＡＥＱＱＹＬ（配列番号７
）、ＴＡＡＡＱＱＹＬ（配列番号８）、ＥＥＥＱＱＹＬ（配列番号９）、ＡＥＥＱＱＹＬ
（配列番号１２）、ＴＥＥＥＱ（配列番号１５）、ＴＥＥＥ（配列番号１６）、ＴＥＥＥ
ＱＡＹＬ（配列番号１７）またはＴＥＥＥＡＡＹＬ（配列番号１８）からなる、請求項１
に記載の化合物、あるいは、
　前記化合物が、配列ＭＥＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２）、ＭＡＥＳＫＱＬＱＬ（配列番
号１９）、ＭＡＡＳＫＱＬＱＬ（配列番号２０）、ＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２１）、Ｍ
ＥＥＳＫＱＬＱＩ（配列番号２２）、ＭＥＥＳＫＱＬ（配列番号２３）、ＭＥＥＳＫＱ（
配列番号２４）、ＭＥＥＳＱＱＬＱＩ（配列番号２５）、ＥＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２
６）、ＶＱＡＡＮＡＬＧＭＥＥＳＫＱＬＱＬＨＬＤＤＬＶＬ（配列番号２７）またはＬＶ
ＬＤＤＬＨＬＱＬＱＫＳＥＥＭＧＬＡＮＡＡＱＶ（配列番号２８）からなる、請求項３に
記載の化合物。
【請求項１２】
　配列番号１～５のいずれか１つのアミノ酸配列をコードする単離された核酸配列を含む
、ベクター。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のベクターを含む細胞であって、例えば、原核細胞または真核細胞で
あり、そして必要に応じて請求項１から１１までのいずれか１項に記載の化合物を発現す
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る、細胞。
【請求項１４】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の化合物を含む薬学的組成物。
【請求項１５】
　自己免疫障害または炎症性障害、例えば、炎症性腸疾患、乾癬または多発性硬化症を処
置する方法において使用するための請求項１から１１までのいずれか１項に記載の化合物
を含む組成物であって、該方法は、その必要のある被験体に、有効な用量の該組成物を投
与する工程を包含し、必要に応じてここで、
（ａ）該組成物が、抗炎症性化合物と組み合わせて投与される；および／または
（ｂ）該投与が、該組成物の経口投与を含む、組成物。
【請求項１６】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の化合物がインターロイキン２３レセプタ
ーの生物学的活性をアンタゴナイズする能力を阻害するか、または増強する候補化合物を
同定するインビトロでの方法であって、該方法は：
（ｉ）請求項１から１１までのいずれか１項に記載の化合物の存在下において、該インタ
ーロイキン２３レセプターを該候補化合物と接触させる工程；および
（ｉｉ）該候補化合物と接触していないコントロールと比較して、該インターロイキン２
３レセプターの生物学的活性の増加または減少についてアッセイする工程であって、ここ
で、該コントロールと比較して該生物学的活性の減少は、該候補化合物が、請求項１から
１１までのいずれか１項に記載の化合物がインターロイキン２３レセプターの生物学的活
性をアンタゴナイズする能力を増強することを示し、そして該コントロールと比較して該
生物学的活性の増加は、該候補化合物が、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の
化合物がインターロイキン２３レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズする能力を阻
害することを示す、工程
を包含し、必要に応じて、ここで、該化合物は、（ａ）検出可能なシグナルを直接または
間接的に提供する部分で標識されており、該部分は、例えば、（ａ）放射標識、例えば１

２５Ｉ、１４Ｃまたは３Ｈ；または（ｂ）アルカリホスファターゼまたは（ｃ）西洋ワサ
ビペルオキシダーゼである、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明の第１２の局面の望ましい実施形態において、本発明の第１１の局面の化合物は
、検出可能なシグナルを直接または間接的に提供する部分で標識されている。望ましくは
、その部分は、放射標識（例えば、１２５Ｉ、１４Ｃまたは３Ｈ）であるか、またはその
部分は、アルカリホスファターゼもしくは西洋ワサビペルオキシダーゼである。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　式Ｔ１Ｅ２Ｅ３Ｅ４Ｑ５Ｑ６Ｙ７Ｌ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｔ１は、残基なし、トレオニン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣからなる群から
選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸を定
義し；
　Ｅ２、Ｅ３およびＥ４は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタ
ミン、アスパラギン酸、アスパラギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイ
シン、ベータ－フェニルアラニン、アルファアミノアジピン酸およびΨからなる群から選
択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルフ
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ァ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｑ５およびＱ６は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン、アスパラギン酸
、アスパラギン、グルタミン酸、セリン、ホモセリン、アルファ－アミノアジピン酸およ
びΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニ
ルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールア
ルキルアミンであり；
　Ｙ７は、残基なし、チロシン、フェニルアラニン、トリプトファン、アラニン、ヒスチ
ジン、ピリジルアラニンおよびΣからなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σ
または芳香族側鎖または複素環式芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；そして
　Ｌ８は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
ある、
化合物。
（項目２）
　前記化合物が、少なくとも１つのＤ－アミノ酸を含む、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン、ｔｅ
ｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである、項目１に記載の
化合物。
（項目４）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目１に記載の化合物。
（項目５）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目１に記載の化合
物。
（項目６）
　前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルアミン、
ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、項目１に記載の化合物。
（項目７）
　前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イ
ソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、ナフチ
ルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソロイシ
ン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、ここで
、Λは、中性の脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；芳香族アミンもしく
はアリールアルキルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリ
シン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニル
アラニンである、項目１に記載の化合物。
（項目８）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目７に記載の化合物。
（項目９）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目７に記載の化合
物。
（項目１０）
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　前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、２，２
－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、項目１に記載の
化合物。
（項目１１）
　前記化合物が、配列ＴＥＥＥＱＱＹＬ（配列番号１）、ＴＡＡＥＱＱＹＬ（配列番号７
）、ＴＡＡＡＱＱＹＬ（配列番号８）、ＥＥＥＱＱＹＬ（配列番号９）、ＡＥＥＱＱＹＬ
（配列番号１２）、ＴＥＥＥＱ（配列番号１５）、ＴＥＥＥ（配列番号１６）、ＴＥＥＥ
ＱＡＹＬ（配列番号１７）またはＴＥＥＥＡＡＹＬ（配列番号１８）からなる、項目１に
記載の化合物。
（項目１２）
　少なくとも１つのアミノ酸が、Ｄ－アミノ酸である、項目１１に記載の化合物。
（項目１３）
　前記化合物が、前記配列のアミノ末端に付着されたＧ１、該配列のカルボキシ末端に付
着されたＧ２、または該配列のアミノ末端に付着されたＧ１および該配列のカルボキシ末
端に付着されたＧ２をさらに含み、ここで、Ｇ１は、残基なし、水素、１～８個の炭素の
直鎖または分枝鎖アルキル基およびアシル基からなる群から選択され、Ｇ２は、残基なし
、水素、ＮＨ２、１～１０個の炭素の脂肪族アミン、芳香族アミンまたはアリールアルキ
ルアミンおよびヘテロアリールアルキルアミンの複素環式芳香族からなる群から選択され
る、項目１に記載の化合物。
（項目１４）
　前記アシル基が、アセチル、プロピオニル、ブタニル、イソ－プロピオニルまたはイソ
－ブタニルである、項目１３に記載の化合物。
（項目１５）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目１３に記載の化合物。
（項目１６）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目１３に記載の化
合物。
（項目１７）
　前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルアミン、
ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、項目１３に記載の化合物。
（項目１８）
　式Ｍ１Ｅ２Ｅ３Ｓ４Ｋ５Ｑ６Ｌ７Ｑ８Ｌ９を特徴とする配列を含む化合物であって、こ
こで、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（
ＩＬ－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｍ１は、残基なし、メチオニン、バリン、ロイシン、アラニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンであり；
　Ｅ２およびＥ３は、各々独立して、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタミン、
アスパラギン酸、アスパラギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、
ベータ－フェニルアラニン、アルファアミノアジピン酸、トリメシン酸またはアルファ，
オメガ－ジカルボン酸（例えば、コハク酸、グルタル酸またはアゼライン酸）およびΨか
らなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペン
タン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリールアルキル
アミンであり；
　Ｓ４は、残基なし、セリン、トレオニン、アロトレオニン、ヒドロキシプロリン、ベー
タ－ヒドロキシバリン、バリンおよびηからなる群から選択され、ここで、ηは、中性の
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親水性アミノ酸であり；
　Ｋ５は、残基なし、グルタミン、リシン、アルギニン、ヒスチジン、アラニン、オルニ
チン、シトルリン、２－ピリジルアラニン、３－ピリジルアラニン、４－ピリジルアラニ
ンおよびアルギニン代替物からなる群から選択され；
　Ｑ６は、残基なし、アラニン、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミ
ン酸、セリンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－ア
ミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまた
は１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｌ７は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｑ８は、残基なし、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、セリ
ンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－
フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリ
ールアルキルアミンであり；そして
　Ｌ９は、残基なし、ロイシン、イソロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニ
ルアラニン、トリプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側
鎖を含むアルファ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンも
しくはアリールアルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールア
ルキルアミンである、
化合物。
（項目１９）
　前記化合物が、少なくとも１つのＤ－アミノ酸を含む、項目１８に記載の化合物。
（項目２０）
　前記中性アミノ酸が、ヒドロキシバリン、ベータ，ベータ－ジアルキルセリン、ホモ－
セリン、アロトレオニンまたはヒドロキシプロリンである、項目１８に記載の化合物。
（項目２１）
　前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン、ｔｅ
ｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである、項目１８に記載
の化合物。
（項目２２）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目１８に記載の化合物。
（項目２３）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目１８に記載の化
合物。
（項目２４）
　前記アルギニン代替物が、４－アミジノフェニルアセチル、４－アミジノフェニルプロ
ピオニル、４－アミジノフェニルグリシル、４－アミジノフェニルメチルグリシル、４－
グアニジノフェニルアセチル、４－グアニジノフェニルプロピオニル、４－グアニジノフ
ェニルグリシルまたは４－グアニジノフェニルメチルグリシルである、項目１８に記載の
化合物。
（項目２５）
　前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、２，２
－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、項目１８に記載
の化合物。
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（項目２６）
　前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルアミン、
ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、項目１８に記載の化合物。
（項目２７）
　前記化合物が、配列ＭＥＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２）、ＭＡＥＳＫＱＬＱＬ（配列番
号１９）、ＭＡＡＳＫＱＬＱＬ（配列番号２０）、ＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２１）、Ｍ
ＥＥＳＫＱＬＱＩ（配列番号２２）、ＭＥＥＳＫＱＬ（配列番号２３）、ＭＥＥＳＫＱ（
配列番号２４）、ＭＥＥＳＱＱＬＱＩ（配列番号２５）、ＥＥＳＫＱＬＱＬ（配列番号２
６）、ＶＱＡＡＮＡＬＧＭＥＥＳＫＱＬＱＬＨＬＤＤＬＶＬ（配列番号２７）またはＬＶ
ＬＤＤＬＨＬＱＬＱＫＳＥＥＭＧＬＡＮＡＡＱＶ（配列番号２８）からなる、項目１８に
記載の化合物。
（項目２８）
　少なくとも１つのアミノ酸が、Ｄ－アミノ酸である、項目２７に記載の化合物。
（項目２９）
　前記化合物が、前記配列のアミノ末端に付着されたＧ１、該配列のカルボキシ末端に付
着されたＧ２、または該配列のアミノ末端に付着されたＧ１および該配列のカルボキシ末
端に付着されたＧ２をさらに含み、ここで、Ｇ１は、残基なし、水素、１～８個の炭素の
直鎖または分枝鎖アルキル基およびアシル基からなる群から選択され、Ｇ２は、残基なし
、水素、ＮＨ２、１～１０個の炭素の脂肪族アミン、および芳香族アミンまたはアリール
アルキルアミンからなる群から選択される、項目１８に記載の化合物。
（項目３０）
　前記アシル基が、アセチル、プロピオニル、ブタニル、イソ－プロピオニルまたはイソ
－ブタニルである、項目２９に記載の化合物。
（項目３１）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目２９に記載の化合物。
（項目３２）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目２９に記載の化
合物。
（項目３３）
　式Ｋ１Ｋ２Ｙ３Ｌ４Ｖ５Ｗ６Ｖ７Ｑ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｋ１およびＫ２は、各々独立して、残基なし、リシン、アルギニン、ヒスチジン、アラ
ニン、オルニチン、シトルリン、２－ピリジルアラニン、３－ピリジルアラニン、４－ピ
リジルアラニンおよびアルギニン代替物からなる群から選択され；
　Ｙ３は、残基なし、チロシン、フェニルアラニン、トリプトファン、アラニンおよびΣ
からなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖または複素環式
芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；
　Ｌ４は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｖ５は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
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あり；
　Ｗ６は、残基なし、トリプトファン、チロシン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣ
からなる群から選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σもしくは芳香族側鎖；または複素
環式芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸であり；
　Ｖ７は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；そして
　Ｑ８は、残基なし、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、セリ
ンおよびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３－アミノ－５－
フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミンまたは１級アリ
ールアルキルアミンである、
化合物。
（項目３４）
　前記化合物は、少なくとも１つのＤ－アミノ酸を含む、項目３３に記載の化合物。
（項目３５）
　前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン、ｔｅ
ｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである、項目３３に記載
の化合物。
（項目３６）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目３３に記載の化合物。
（項目３７）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目３３に記載の化
合物。
（項目３８）
　前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルアミン、
ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、項目３３に記載の化合物。
（項目３９）
　前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イ
ソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、ナフチ
ルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソロイシ
ン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、ここで
、Λは、中性脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；芳香族アミンもしくは
アリールアルキルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリシ
ン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニルア
ラニンである、項目３３に記載の化合物。
（項目４０）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目３９に記載の化合物。
（項目４１）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目３９に記載の化
合物。
（項目４２）
　前記アルギニン代替物が、４－アミジノフェニルアセチル、４－アミジノフェニルプロ
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ピオニル、４－アミジノフェニルグリシル、４－アミジノフェニルメチルグリシル、４－
グアニジノフェニルアセチル、４－グアニジノフェニルプロピオニル、４－グアニジノフ
ェニルグリシルまたは４－グアニジノフェニルメチルグリシルである、項目３３に記載の
化合物。
（項目４３）
　前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、２，２
－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、項目３３に記載
の化合物。
（項目４４）
　前記化合物が、前記配列のアミノ末端に付着されたＧ１、該配列のカルボキシ末端に付
着されたＧ２、または該配列のアミノ末端に付着されたＧ１および該配列のカルボキシ末
端に付着されたＧ２をさらに含み、ここで、Ｇ１は、残基なし、水素、１～８個の炭素の
直鎖または分枝鎖アルキル基およびアシル基からなる群から選択され、Ｇ２は、残基なし
、水素、ＮＨ２、１～１０個の炭素の脂肪族アミン、および芳香族アミンまたはアリール
アルキルアミンからなる群から選択される、項目３３に記載の化合物。
（項目４５）
　前記アシル基が、アセチル、プロピオニル、ブタニル、イソ－プロピオニルまたはイソ
－ブタニルである、項目４４に記載の化合物。
（項目４６）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目４４に記載の化合物。
（項目４７）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目４４に記載の化
合物。
（項目４８）
　式Ｌ１Ｐ２Ｄ３Ｅ４Ｖ５Ｔ６Ｃ７Ｖ８を特徴とする配列を含む化合物であって、ここで
、該化合物は、２５以下のアミノ酸長であり、該化合物は、インターロイキン２３（ＩＬ
－２３）レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズし、ここで；
　Ｌ１は、残基なし、ロイシン、アラニン、バリン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンであり；
　Ｐ２は、残基なし、プロリン、アラニン、Ｎ－メチルグリシン、Ｎ－イソブチルグリシ
ン、アミノイソ酪酸（Ａｉｂ）、Ｎ－メチル－Ｌ－アラニン（ＭｅＡｌａ）、ｔｒａｎｓ
－４－ヒドロキシプロリン、ジエチルチアゾリジンカルボン酸（Ｄｔｃ）およびΩからな
る群から選択され、ここでΩは、構造制約生成アミノ酸であり；
　Ｄ３は、残基なし、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、グルタミン、セリ
ン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、ベータ－フェニルアラニン、アルファ
アミノアジピン酸およびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側鎖を含む３
－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂肪族アミン
または１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｅ４は、残基なし、アラニン、グルタミン酸、グルタミン、アスパラギン酸、アスパラ
ギン、セリン、ヒスチジン、ホモセリン、ベータ－ロイシン、ベータ－フェニルアラニン
、アルファアミノアジピン酸およびΨからなる群から選択され、ここで、Ψは、疎水性側
鎖を含む３－アミノ－５－フェニルペンタン酸－アルファ－アミノ酸、芳香族アミン、脂
肪族アミンまたは１級アリールアルキルアミンであり；
　Ｖ５は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
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ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミン；または複素環式芳香族アミンもしくはヘテロアリールアルキルアミンで
あり；
　Ｔ６は、残基なし、トレオニン、フェニルアラニン、アラニンおよびΣからなる群から
選択され、ここで、Σは、疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸を定
義し；
　Ｃ７は、残基なし、システイン、セリン、ホモセリン、ホモシステイン、トレオニン、
メチオニン、Ｎ－アセチルシステイン、シスタチオニン、２－アミノブチレートおよびβ
，β－ジメチルシステイン（ペニシラミン）からなる群から選択され；そして
　Ｖ８は、残基なし、バリン、ロイシン、アラニン、メチオニン、フェニルアラニン、ト
リプトファンおよびφからなる群から選択され、ここで、φは、疎水性側鎖を含むアルフ
ァ－アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；または芳香族アミンもしくはアリール
アルキルアミンである、
化合物。
（項目４９）
　前記化合物が、少なくとも１つのＤ－アミノ酸を含む、項目４８に記載の化合物。
（項目５０）
　前記疎水性側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イソ－ロイシン、ｔｅ
ｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニンまたはアリルグリシンである、項目４８に記載
の化合物。
（項目５１）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目４８に記載の化合物。
（項目５２）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目４８に記載の化
合物。
（項目５３）
　前記複素環式芳香族アミンまたはヘテロアリールアルキルアミンが、ピリジルアミン、
ピリジルメチルアミンまたはトリプタミンである、項目４８に記載の化合物。
（項目５４）
　前記疎水性側鎖Σまたは芳香族側鎖を含むアルファ－アミノ酸が、ノル－ロイシン、イ
ソ－ロイシン、ｔｅｒｔ－ロイシン、シクロヘキシルアラニン、アリルグリシン、ナフチ
ルアラニン、ピリジルアラニン、ヒスチジン、チロシン、アラニン、バリン、イソロイシ
ン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、トリプトファンまたはΛであり、ここで
、Λは、中性脂肪族アミノ酸；１～１０個の炭素の脂肪族アミン；芳香族アミンもしくは
アリールアルキルアミン；チロシン；４－ヒドロキシフェニルグリシン；フェニルグリシ
ン；ホモセリン；３，４－ジヒドロキシフェニルアラニン；または４－クロロフェニルア
ラニンである、項目４８に記載の化合物。
（項目５５）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目５４に記載の化合物。
（項目５６）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目５４に記載の化
合物。
（項目５７）
　前記構造制約生成アミノ酸が、アゼチジン－２－カルボン酸、ピペコリン酸、イソニペ
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コチン酸、４－（アミノメチル）安息香酸、２－アミノ安息香酸またはニペコチン酸であ
る、項目４８に記載の化合物。
（項目５８）
　前記１級アリールアルキルアミンが、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、２，２
－ジフェニルエチルアミンまたは４－フェニル－ベンジルアミンである、項目４８に記載
の化合物。
（項目５９）
　前記化合物が、前記配列のアミノ末端に付着されたＧ１、該配列のカルボキシ末端に付
着されたＧ２、または該配列のアミノ末端に付着されたＧ１および該配列のカルボキシ末
端に付着されたＧ２をさらに含み、ここで、Ｇ１は、残基なし、水素、１～８個の炭素の
直鎖または分枝鎖アルキル基およびアシル基からなる群から選択され、Ｇ２は、残基なし
、水素、ＮＨ２、１～１０個の炭素の脂肪族アミン、および芳香族アミンまたはアリール
アルキルアミンからなる群から選択される、項目４８に記載の化合物。
（項目６０）
　前記アシル基が、アセチル、プロピオニル、ブタニル、イソ－プロピオニルまたはイソ
－ブタニルである、項目５９に記載の化合物。
（項目６１）
　前記１～１０個の炭素の脂肪族アミンが、メチルアミン、イソ－ブチルアミン、イソ－
バレリルアミン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルメチルアミンまたはシクロヘキ
シルアミンである、項目５９に記載の化合物。
（項目６２）
　前記芳香族アミンまたはアリールアルキルアミンが、アニリン、ナフチルアミン、ベン
ジルアミン、シンナミルアミンまたはフェニルエチルアミンである、項目５９に記載の化
合物。
（項目６３）
　配列番号１～５のいずれか１つのアミノ酸配列をコードする単離された核酸配列を含む
、ベクター。
（項目６４）
　項目６３に記載のベクターを含む細胞。
（項目６５）
　前記細胞が、原核細胞である、項目６４に記載の細胞。
（項目６６）
　前記細胞が、真核細胞である、項目６４に記載の細胞。
（項目６７）
　項目１から６２までのいずれか１項に記載の化合物を発現する細胞。
（項目６８）
　前記細胞が、原核細胞である、項目６７に記載の細胞。
（項目６９）
　前記細胞が、真核細胞である、項目６７に記載の細胞。
（項目７０）
　項目１から６２までのいずれか１項に記載の化合物を含む薬学的組成物。
（項目７１）
　自己免疫障害または炎症性障害を処置する方法であって、該方法は、その必要のある被
験体に、有効な用量の項目１から６２までのいずれか１項に記載の化合物を投与する工程
を包含する、方法。
（項目７２）
　前記自己免疫障害または炎症性障害が、炎症性腸疾患、乾癬または多発性硬化症である
、項目７１に記載の方法。
（項目７３）
　前記化合物が、抗炎症性化合物と組み合わせて投与される、項目７１に記載の方法。
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（項目７４）
　前記投与が、前記化合物の経口投与を含む、項目７１に記載の方法。
（項目７５）
　項目１から６２までのいずれか１項に記載の化合物がインターロイキン２３レセプター
の生物学的活性をアンタゴナイズする能力を阻害するか、または増強する候補化合物を同
定する方法であって、該方法は：
（ｉ）項目１から６２までのいずれか１項に記載の化合物の存在下において、該インター
ロイキン２３レセプターを該候補化合物と接触させる工程；および
（ｉｉ）該候補化合物と接触していないコントロールと比較して、該インターロイキン２
３レセプターの生物学的活性の増加または減少についてアッセイする工程であって、ここ
で、該コントロールと比較して該生物学的活性の減少は、該候補化合物が、項目１から６
２までのいずれか１項に記載の化合物がインターロイキン２３レセプターの生物学的活性
をアンタゴナイズする能力を増強することを示唆し、そして該コントロールと比較して該
生物学的活性の増加は、該候補化合物が、項目１から６２までのいずれか１項に記載の化
合物がインターロイキン２３レセプターの生物学的活性をアンタゴナイズする能力を阻害
することを示唆する、工程
を包含する、方法。
（項目７６）
　前記項目１から６２までのいずれか１項に記載の前記化合物が、検出可能なシグナルを
直接または間接的に提供する部分で標識されている、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　前記部分が、放射標識である、項目７６に記載の方法。
（項目７８）
　前記放射標識が、１２５Ｉ、１４Ｃまたは３Ｈである、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記部分が、アルカリホスファターゼまたは西洋ワサビペルオキシダーゼである、項目
７６に記載の方法。
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